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一般的な事業者 悪質事業者

配慮を要する消費者

一般的な消費者

消費者政策の基本的方向

これまでの消費者政策の主なターゲット

→より柔軟で多様な政策手法
→関係省庁、事業者、業界団体等、
多様な主体との連携強化

消費者・事業者の協働による
経済社会構造の変革

デジタル化や
緊急時等への対応

〈消費者政策の範囲の広がり〉

・高齢化
・成年年齢の引下げ
・外国人対応
・災害時・感染症拡大時



消費者志向経営の3つの活動
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○みんなの声を聴き、かつ
いかすこと

○未来・次世代のために
取り組むこと

○法令の遵守／コーポレート
ガバナンスの強化をすること



事業者が、消費者目線で、

○みんなの声を聴き、
かついかすこと

○未来・次世代のために
取り組むこと

○法令の遵守/コーポレー
トガバナンスの強化を
すること

現場力

SDGs

法令遵守・
ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ

エシカル消費

消費者志向経営

SDGsの実現
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消費者志向経営とＳＤＧｓ



事業者とステークホルダー
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NPO・
NGO

行政・
自治体

株主・
投資家

事業者

顧客
従業員
（社員）

取引先・
エンド

ユーザー

地球

地域社会
・住民


